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胸部手術 においては,術 中,術 後 の多量 の出血 がいか

に残在 肺の膨脹不全,あ るい は気管枝塵形 成を助長 す る

か とい うてとは言 をまたない とてろであ る。従来止血剤

として,種 々の薬 剤が使 用 されて きてい るが,て のたび

われわれは組織 トロンポプ ラスチ ン製剤 であ る トロスチ

ンを肺結核患 者の手術例 お よび喀血,血 痰例 にて投 与 し,

若干 の良好果 を得 たので ててに報告 す る。

トロスチ ンの投与方 法は,手 術例 では術 前5cc,術 直

後5cc,そ の後 は12時 間 でとに5cc宛 投 与,総 量50

ccま で とした。

喀血 お よび血痰 例では,血 液 喀出後ただ ちに5cc注

射 し,そ の後は24時 間 でとに5cc宛 注射 し総量 を20

～)40ccま で とした。

臨床検査 として は,ト ロスチ ン投 与前に血液 の凝固時

間,出 血時間の測定,毛 細血管抵抗試験 わ よび血小板 を

算定 し,投 与後 は24時 間 で とにて経時 的に算定 を行 なっ

た。なお血 小板 は,フ オニオ氏直接法 にて算定 し,毛 細

管抵抗試験 は佐藤氏 の改 良陰 圧紫班計 を使用 した。

症例 にっいては,ト ロスチ ン投与の手術例は12例 で

あ り,喀 血お よび血痰 例は6例 であった。

表1　 症例別 出血 および排液量(葉 切)

表1は,肺 葉切除例の トロスチ ン使用例 と非使 用 例

の出血量 お よび排液量 とを比較検討 した ものであ る。症

例1～7ま では肋膜癒着軽度 な例,8～11ま で中等度 の

例,12～14ま で高度 な例 で,出 血量 においては差 異は

認 め られないが,排 液量 において,使 用例 のほ うがやや

減少 してい るのが認 め られ る。

てのス ライ ドは肺葉切 除術,補 正 成形術 お よび スポン

ヂ充蟹術 の出血量 お よび排液量 を示 す もので,黒 丸 が ト

ロスチ ン使 用例,白 丸 が非使 用例 であ る。すなわ ち充填

術 お よび補正 成形術 では,使 用例 と非使用例 との間に著

明 な差 は認 め られなか った。

図1　 出血お よび排液量 の差 異
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しか しなが ら,て の場合 トロスチン使用例 と非使 用例

について,厳 密 に全 く同一条件にて比 較す るてとは不可

能な てとであって,あ る程度 レン トゲ ン学的所 界1および

手術 時所 見にわいて,同 一視 で きうる もの を選び比較検

討 した。

次 に術前,術 後 におけ る血液 の凝 固時間,出 血時間,

毛細 血管抵 抗試験 お よび血小板 数の変 化 を比較検討す る

と,表2に 示 す ように血液凝 固時間の 短 縮 を 示す もの

12例 中8例,延 長せ るもの3例 であ り,出 血時間の

短 縮 せ るもの5例,不 変7例 で,延 長せ る もの は な

く,毛 細 血管抵抗試 験で は全例において不変で あっ た。

表2　 凝 固時間,出 血時間,血 小板 の消長

血小板 においては,増 加せ るもの7例 で,不 変3例,

減少せ る もの2例 であった。

次に喀血 お よび血痰 例ではいずれ も重症F型 で比較的

不変の経過 を と り,か っ喀血 お よび血痰 を反復 した既往

歴 を有 し,か つ従来の各種止 血剤 投与 によっ て も必ず し

も良好 果を得 られなかった とてろの6例 を選び,て れに

トロスチ ン 投 与 し,血 痰の消失,あ るいは減少 をみな

い例 もあったが,2例 において著 効を呈 した。

症例Iは,従 来毎 日100～150ccく らい喀血 す る例

で,大 体約10～14日 くらいの期間で消失 していたが,

トロスチ ン投与後 は5～6日 約1週 間以内にて消失 し

た例 であ る,,

症例II　 は大体10～20コ く らいの血痰 が消失 するま

で8日 間以 上も要 していたが,使 用後 は1週 間以内に

ほ とん ど消失 した例 であ る。

また てれ ら6例 につ いて凝固時 間,出 血時 間,毛 細

管抵抗試験 お よび血 小板数 の変化 をみ ると,凝 固時 間の

短縮せ るもの4例,不 変2例 で,出 血 時間の短縮 せ る

もの2例,不 変4例 であ り,毛 細血管 抵試験 は全例 に

おいて不変 であった。また血 小板数 の変化 は増加せ るも

の3例 で不変2例,減 少せ るもの1例 であった。

図2　 喀血お よび血痰 の消 長

〔症例I〕

〔症例II〕

副作用 は静注 に よっ て起 て りうるとてろの血栓形 成や

頭痛,頭 重感,不 快感,悪 心嘔吐,発 疹等 はほ とん ど全

例 において認 め られ なかっ た。

一般 に トロ界チ ンの臨床 的効果 は,血 小板障害 に主因

す る出血性素因に もっ ともよい適応症 であ ると考 え られ

てい るが,わ れわ れは肺結核患 者の手術例 にっ いて使 用

し,若 干の 良効果 を得,ま た 喀血 お よび 血痰例 では,

2～3の 著 効のあった もの を報告 した。
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